
● IBR剤(Insect Behavior Regulator、昆虫行

動制御剤)は、昆虫の感覚神経に働きかける

新しいタイプの殺虫剤です。 

● 昆虫は、関節や羽が伸び切り、吸汁活動や歩

行・飛翔活動が妨げられます(図)。その結果、

作物から落下し、餓死します。 

● 神経系に激しく作用するのでなく、行動を抑

制して制御する環境に優しい農薬です。 

● 今年の防除暦では、ブドウの開花期付近でカ

イガラムシ、チャノキイロアザミウマ防除に

用いられるコルト顆粒水和剤が IBR 剤の一

つとして活用されています。 

● ブドウの棚下でキュウリを自家用栽培し

ている農家がおられます。ところでキュ

ウリにうどんこ病が発生した場合、ブド

ウにうつる可能性はあるのでしょうか？ 

● その可能性は低いというのが正解です。 

● 名前は同じでもブドウのうどんこ病とキ

ュウリのうどんこ病は違う菌です。 

● キュウリのうどんこ病はウリ科作物にし

かうつりません。病原菌は罹病する相手

が限られます。これを宿主特異性といい

ます。 

● ただし、灰色かび病菌等の一部の菌は広

く多くの植物にうつるものもあるので注

意が必要です。 
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果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 山梨 

キュウリのうどんこ病はうつる？ 

ＩＢＲ剤という殺虫剤 

 

図.コルト顆粒水和剤の殺虫効果(コルト普及会) 

写真．ブドウのうどんこ病とキュウリのうどんこ病 

（果樹、野菜病害虫診断サポートシステム） 
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